
大陸移動を実証し地球姿勢を観測するＶＬＢＩ技術
～世界で初めてハワイと日本列島の接近を証明～

34ｍ アンテナ（いずれも鹿島）

（期 間） 平成８～１５年度

（概 要）

○ 原子周波数標準を中心とする優れた技術

総合力を結集し、VLBI(超長基線電波干渉

計)に関する技術開発分野で常に世界をリー

ド。

○ 大陸間のプレート運動の実証のみならず、

地球姿勢の変動観測、深宇宙探査衛星の軌

道決定、超高速ネットワークを利用したリアル

タイムVLBI等、幅広い分野で研究成果を挙

げている。

ＶＬＢＩ 観測用の ２６ｍアンテナ

研究の概要研究研究のの概要概要

研究の成果研究研究の成果の成果
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○ ハワイが日本列島に年間60mmの速さで接近していることを世界に先駆けて

実測するとともに、世界で初めてリアルタイムVLBI技術を実用化し、それによ

り得られたデータは平成１３年夏の三宅島火山噴火時に完成噴火活動終結

の判定に活用された。

○ 国内の緯度・経度の体系が、平成１４年に施行された改正測量法によって旧

来の日本測地系から最新の宇宙測地技術に基づく世界測地系へと移行した

とき、鹿島宇宙通信研究センターの位置が計算上の基準点となった。

○ 本成果は、日本の位置計測のための国土地理院の事業のほか、海外の研

究機関や国内の大学等の教育現場でも広く活用。



研究の概要研究研究の概要の概要

研究の成果研究の成果研究の成果

衛星から世界の降雨を観測
～熱帯降雨観測衛星（TRMM）搭載降雨レーダ～

1998年１月５日、南太平洋でTRMM降雨レーダ
で捉えた台風”スーザン”の降雨立体像。

（期 間） 平成１３年度～

（概 要）

○ リモ－トセンシングによる降雨観測分野で優れ

た技術開発力を有する NICT は、JAXA 、NASA 
と協力し、世界で初めて人工衛星に降雨レ－ダを

搭載する熱帯降雨観測（TRMM）プロジェクトの

中核部分を担当。

○ 地上観測網が極めて少ない熱帯地域の降雨分

布デ－タを衛星から観測することに成功。

○ 地球的規模での気候変動であるエルニ－ニョ現象に伴う降雨分布の変化を世

界に先駆けて定量的に明らかにした。

○ RMM の観測データが天気予報の入力データとして利用されるようになり、天気

予報の精度向上に寄与した。

○ TRMMプロジェクトで得られた成果が基になり、観測範囲を熱帯地域から全地

球に拡大する後継ミッション（全球降水観測計画：GPM）計画が認められた。

○ NASA 長官賞ほか内外で多数の賞を受賞。

3－(2)



日本初の宇宙天気予報センター
～オーロラも予測する～

○ ＮＩＣＴでは、国際宇宙環境情報サ－ビス機構

(ＩＳＥＳ）の中格機関の１つとして、宇宙環境じょ

う乱の予報（宇宙天気予報）と、研究（宇宙天

気研究）を行っている。

○ ＮＩＣＴ小金井本部に、日本で初めての「宇宙

天気予報センタ－」を設置。毎日の宇宙環境変

動の現況を分析し、インタ－ネット、テレフォン

サ－ビス、電子メ－ルなど様々な手段を通じて

宇宙天気情報を毎日発信。

（期 間） 昭和６３年～

（概 要）

宇宙環境の擾乱イメージ

毎日行われる“宇宙天気予報会議”
（小金井本部）

研究の概要研究研究の概要の概要

研究の成果研究研究の成果の成果

○ 通信、電力、航空管制、漁業無線等の各種事

業者、衛星運用機関など、現在の予報情報提

供先は８６０機関を数える。

○ 特に衛星運用機関では、太陽活動が活発な

時期の衛星運用を行う上で、NICT 宇宙天気情

報が必須となっている。

太陽の映像
（ＮＡＳＡのＳＯＨＯ衛星提供）

2005/ 4/15 10:26 更新
太陽風はやや速い状態が続いています(520km/
秒)。オーロラ活動もやや活発に続いています。

担当 篠原

コロナホールの影響はまだ続いています。
緩やかに低下しつつありますが太陽風の速度は
まだやや速く、約520km/秒です。
太陽風磁場強度は4nTに下がっていますが、南

北成分は緩やかな振動を続けていて、
オーロラ活動に繋がる磁場の南向き成分も運ん
でいます。
そのため、オーロラ活動は現在もやや活発に続
いています（省略）・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ＮＩＣＴ“予報当番”による一般向け
「宇宙天気ニュース」の例
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